
２０２３年改訂 

 

一般財団法人 日本水路協会認定 
１級受験手続の手引き  

水 路 測 量 技 術 検 定 試 験 

 

１．受験願書類記入の一般的注意事項 

(1) 水路測量技術検定試験案内（以下「試験案内」という。）を熟読の上、記入してください。 

(2) 記入にはペン又はボールペンを用い、文字は楷書、数字は算用数字 1，2，3，…で、わかり易 

く記入してください。 

(3) 該当する項目の□の中には∨印を記入してください。 

(4) ※記のある欄には記入しないこと。 

(5) 水路測量に関する実務経歴は記入例を参照してください。 

 

２．受験願書の記入要領 

 (1) 「初回受験者」とは、次の場合です。 

・沿岸１級及び港湾 1級のいずれも初めて受験する場合 

(2) 「2回目以降受験者」とは、次の場合です。 

・前回までの試験において不合格科目を有する者が、その科目を再度受験する場合 

   ・初回の試験において、欠席した者が再度受験する場合 

(3) 2回目以降の受験者は、前回受験した年度を記入すること。 

(4) 試験の種類及び受験する級は、それぞれ一つだけ選択すること。 

(5) 氏名、連絡先（送付先）、勤務先にフリガナを付けること。 

(6) 写真は記載事項のとおりに必ず貼付すること。 

(7) 写真はデジタル画像の貼り付けでも可とするが、画質等の状態が不鮮明な場合は受験願書を受 

付ない場合があるので注意すること。  

(8) 勤務先(または連絡先)のメールアドレスを記入のこと。 

(9) 勤務先は、会社名（支店名及び部署名等を含む）、郵便番号、所在地及び電話番号を記入する 

こと。 

(10) 測量の実務経験の該当する項目の□の中に∨印を記入すること。 

 (11) 測量士の資格を有する者は、基準点測量の免除申請欄の□の中に∨印を記入すること。 

(12) 資格欄は該当する項目の□の中に∨印を記入し、登録番号及び登録年月を記入すること。 

(13) ２回目以降の受験者は、受験を申請する科目の記入欄に∨印（赤色）、合格科目がある場合は、 

記入欄に○印（黒色）を記入すること。 

また、下位の級に切り替えて受験する場合も同様に記入すること。 



(14) 水路測量に関する実務経験は、新しいものから具体的に記入すること(記入例参照)。 

記入欄が不足するときは、別紙を用いて記入すること。 

(15) 水路測量に関する実務経験について、事業所代表者の証明を受けること。 

証明が得られない場合は、別紙誓約書を提出すること。 

 

３．受験願書へ添付すべき書類 

(1) 基準点測量の免除を申請する者は、測量士の登録通知書等の写しを添付すること。 

(2) 所属した事業所が現存しないとき、又は事業所に所属しないときは、記載事項が真実である旨 

の申請者の誓約書を添付すること。 

(3) 誓約書は、当協会の所定の様式を使用すること。 

 

４．受験願書類の提出部数 

 項   目 部数 備      考 

1 受験願書 １頁目 1 必須 

2 受験願書 ２頁目 1 必須 

3 誓約書 1 水路測量に関する実務経験の記載事項欄で所属した

事業所の証明が得られない場合 

4 測量士の登録通知、 

測量士登録通知書 

測量士登録証明書の 

いずれかの写し 

1 基準点測量の免除申請をする場合 

 

５．提出先 

受験願書に必要事項を記入し必要な書類、写真を添付して①、②の通りに申込みをして下さい。 

① 下記の住所に送付する。 

② 必ず E-mailにて受験願書を送付した旨の連絡をする。 

（可能な限り願書の添付もする。） 

 

住  所 : 〒140-0001 東京都品川区北品川四丁目７番３５号 御殿山トラストタワー 16階 

一般財団法人 日本水路協会 技術指導部 

 E-mail：gijutsu@jha.jp     電話：03－6880－7101 

 

 

mailto:gijutsu@jha.jp
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水路測量に関する実務経験
実務経験は、下欄に記入し事業所代表者の証明を受けること。

証明が得られない場合は、別紙誓約書を添付すること。

受験願書　２頁目

（水路測量に関する実務経験欄の記入例）

誓約書

1 日本水路測量（株）
技術部
測量課 70 ％ 8 10 〇

番
号

事　　　　　　　　業　　　　　　　　所 実務経験年数 証 明 区 分

名　　　　称 所属部課 従事比率 証明書所　　在　　地 所 属 期 間

2025

2012
東京都品川区北品川4-7-35

〇

3 同　上
海洋調査部

調査課 70 ％ 2 10 〇

2 (株)近畿港湾調査
海洋調査部

測量課 70 ％ 4 7神戸市生田区小津1-6
2003

1996

同　上
1996

1992

5 ％

4 以下余白 ％

7 ％

6 ％

9 ％

8 ％

実 務 経 験 年 数 合 計 16 年 3 ヶ月 上欄に○印をつけて区
分すること。

10 ％

※実務経験年数は、所属期間に従事比率を掛けた年数となります。
※従事比率は通常71%以下　年間労働日数260日/365日≒0.71
※受験願書等関係書類は、受付締切り日までに当協会必着のこと。
※受験料は、検定試験案内の別表２のとおりです。
※受験料の振込みが確認できない場合は、受験できない場合があります。

記入欄が不足するときは、別紙を用いて記入すること。

事 務 所 名 日本水路測量（株）

代 表 者 水 協  太 朗 印

「１級受験手続の手引き」をよく読んで、間違いのないように記入すること。特に実務経験年数の算出に注意。

上記のとおり相違ないことを証明する。

2026 〇〇 〇〇

所 在 地 東京都品川区北品川4-7-35



□ 初回受験         年度

試験の種類

 性  別

　 試験案内の次の項を参照

登　　　録　　　番　　　号

□　１次　　　   　　□　２次

※ 検 印 

  　（沿岸1級）　　　　　　　　　　　　 　 　  　   　（港湾1級）

　   □ 合格科目がある　　　　　　　　　　　　　       □ 合格科目がある

　  　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　      □ 上位の級（沿岸１級）の合格科目がある

  基 準 点 測 量 免 除 申 請 □（免除を申請する者は測量士登録通知などの写を添付のこと｡）

登　録　年　月

　　□ 測 量 士　

 　　7. (1)試験科目の免除

一般財団法人 日本水路協会認定

水 路 測 量 技 術 検 定 試 験 1 級 受 験 願 書

※ 受  験  番  号

受 験 す る 級

氏  名
 Ｓ・Ｈ　　　年　　 月　　 日生

□ 男　　□ 女

連絡担当者

　　□　沿　岸　1　級

　　□　港　湾　1　級

     □ 沿岸海域の測量経験5年以上　　　  □ 港湾及びその付近海域の測量経験5年以上

ﾌﾘｶﾞﾅ

〒  電　話

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

受験願書　１頁目

  測量の実務経験

 試  験  免  除  申  請

勤務先　名称

勤務先　住所
(ﾌﾘｶﾞﾅ）

ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

〒
連絡先 住所

（送付先住所）
ﾌﾘｶﾞﾅ

２０２６年度

 電　話

□ ２回目以降受験     前回受験年度 

写 真

1. 最近6カ月以内に撮影し

た上半身・脱帽・正面の写

真

2. 大きさ3.5cm×4.5cm

3. 裏面に氏名・生年月日

及び撮影年月日を記載のこ

と

4. のりで貼りつけること



年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月 日

記入欄が不足するときは、別紙を用いて記入すること。

事 務 所 名

代 表 者 印

「１級受験手続の手引き」をよく読んで、間違いのないように記入すること。特に実務経験年数の算出に注意。

上記のとおり相違ないことを証明する。

所 在 地

実 務 経 験 年 数 合 計 年 ヶ月 上欄に○印をつけ
て区分すること。

10 ％

9 ％

8 ％

7 ％

6 ％

5 ％

4 ％

3 ％

2 ％

誓約書

1 ％

番
号

事　　　　　　　　業　　　　　　　　所 実務経験年数 証 明 区 分

名　　　　称 所属部課 従事比率 証明書所　　在　　地 所 属 期 間

海 底 地 質 調 査

水路測量に関する実務経験
実務経験は、下欄に記入し事業所代表者の証明を受けること。

証明が得られない場合は、別紙誓約書を添付すること。

潮　汐　観　測 潮　汐　観　測

受験願書　２頁目

法　　　　　規 法　　　　　規

合格科目の確認（受験を申請する科目欄に✔印（赤色）、合格した科目欄に○印（黒色）を記入のこと）

沿　岸　１　級 １　次 ２　次 港　湾　１　級 １　次 ２　次

水　深　測　量 水　深　測　量

基 準 点 測 量 基 準 点 測 量



 

 

誓  約  書 
 

 

 

 

水路測量に関する実務の経歴（証明のないもの）の記載は 

真実であることを誓約します 

 

 

（西暦）    年  月  日 

 

 

 

 

住 所 

氏 名              

（自署） 

 

 

 

一般財団法人 日本水路協会 

会  長  殿 



【研修・講習・試験会場へのアクセス】

一般財団法人日本水路協会
〒140-0001 東京都品川区北品川四丁目7番35号

御殿山トラストタワー 16階
03-6880-7101 技術指導部直通

                                              （受付 内線電話番号 130）

新幹線･JR各線･京浜急行線
「品川駅」高輪口より徒歩12分
無料送迎バス５分→https://www.trustcity-g.com/access#bus

JR各線
「大崎駅」新東口より徒歩18分

京浜急行線
「北品川駅」より徒歩7分

https://www.trustcity-g.com/access#bus


 
一般財団法人 日本水路協会認定 

 

水 路 測 量 技 術 検 定 試 験 
 

２級検定試験 

◆ 受 験 資 格 2 級水路測量技術研修の修了者 

 

◆ 研 修 期 間 2026年４月8日～2026年４月１7日 

◆ 試 験 期 日 2026年４月１7日（金） 

◆ 受 付 期 間 2026年２月6日～2026年３月6日 

◆ 研 修 形 式 原則、オンラインによる受講 

◆ 受 験 場 所 研修の受講場所 

 
※２級水路測量技術研修・２級水路測量技術検定試験の受付は、同時に行っています。 

 
 

１級検定試験 沿岸１級・港湾１級 

◆ 受 験 資 格 測量実務経験５年以上が必要です 

◆ 試 験 期 日 2026年７月１6日（木）午後 １次試験（筆記） 

2026年７月１7日（金） ２次試験（口述） 

◆ 受験願書受付 2026年５月１8日～2026年６月19日 

◆ 試 験 会 場 東京都 

 
【参考テキスト】 水路測量 第１巻、水路測量 第２巻、水路測量 第３巻 

水路測量関係規則集、海洋調査技術マニュアル 深浅測量 

 

詳細は当協会ホームページ、https://www.jha.or.jp/ の 

海洋調査技術者の養成・検定 をご覧下さい。 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

（一財）日本水路協会 技術指導部  

      電  話 ． 03-6880-7101      

F A X ．  03-6880-7090 

E－ mail．gijutsu@jha.jp 

https://www.jha.or.jp/
mailto:gijutsu@jha.jp
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